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令
和
３
年　

第
４
６
８
回
臨
時
会
開
催　

�

７
月
21
日

　

令
和
３
年　

第
４
６
８
回

臨
時
会
を
７
月
21
日
に
一
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
５
件
を

慎
重
・
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
満
場
一
致
で
「
承

認
・
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
１
号

　

今
別
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
提
案
理
由
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
対

し
、
介
護
保
険
料
の
減
免
を

行
う
た
め
提
案
す
る
も
の
で

あ
る
。

◆
議
案
第
２
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

第
１
条　

歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
９
，
４
４
０
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，

８
７
１
，
１
２
５
千
円
と
し

ま
し
た
。

◆
議
案
第
３
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
診
療

施
設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第

２
号
）

第
１
条

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
１
６
，
８
５
８
千
円

と
す
る
。

◆
議
案
第
４
号

　

今
別
町
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て

【
提
案
理
由
】

　

今
別
町
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
建
築
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の

で
あ
る
。

［
備
考
］

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
請

負
契
約
金
額
の
１
割
以
内
の

変
更
は
町
長
が
専
決
で
き
る

も
の
と
す
る
。

◆
議
案
第
５
号

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
両
購
入
事
業
売
買
契
約
に

つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
両
購
入
事
業
の
売
買
契
約

を
締
結
す
る
た
め
提
案
す
る

も
の
で
す
。

［
備
考
］

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
売

買
契
約
金
額
の
１
割
以
内
の

変
更
は
町
長
が
専
決
で
き
る

も
の
と
す
る
。

　

本
議
会
に
付
さ
れ
た
案
件

は
議
了
し
、
第
４
６
８
回
今

別
町
議
会
臨
時
会
を
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
３
日
に
招

集
さ
れ
、
７
日
ま
で
の
５
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
２
の
後
提
案
さ
れ

た
議
案
は
、
認
定
７
件
、
条

例
２
件
、
議
決
１
件
、
専
決

７
件
、
合
わ
せ
て
17
件
、
原

案
通
り
可
決
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

報
　
　
　
告

◆
報
告
第
１
号

　

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い

て
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
19
年
法
律
第
94
号
）
第
３

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
を
監
査
委

員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

第469回
９月
定例会

令和２年度決算に基づく健全化判断比率� （単位：％）
区　　分 ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債比率 ④将来負担比率

今 別 町 ― ― 3.9 26.7
早期健全化基準 15.0 20.00 25.00 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.00
備考
　健全化判断比率の実質赤字比率の欄において「―」と表記されている場合は、実質赤字額がない
ことを表します。
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◆
報
告
２
号

　

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ

く
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
22

条
例
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不

足
比
率
を
報
告
し
ま
す
。

令和２年度決算に基づく健全化判断比率

区　　　分 資金不足比率 経営健全化基準

今別地区簡易水道事業
特別会計 ― 20.0

備考
　資金不足比率の欄において「―」と表記されている場合は、資
金の不足が発生していないことを表します。

認
　
　
　
定

◆
議
案
第
１
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

➡
認
定
理
由

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
今
別
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
た
の
で
、
議

会
の
認
定
に
付
す
る
。

◆
議
案
第
２
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
歳
入
歳
出
の
認
定
に

つ
い
て

➡
認
定
理
由

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
今
別
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
歳
入
歳
出
決
算
を
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
の
で
、

議
会
の
認
定
に
付
す
る
。

◆
議
案
第
３
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
診
療

施
設
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

➡
認
定
理
由

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
今
別
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
診
療
施
設

勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
を
監

査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
の

で
、
議
会
の
認
定
に
付
す
る
。

◆
議
案
第
４
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

➡
認
定
理
由

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
今
別
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
た
の
で
、
議
会
の
認
定

に
付
す
る
。

◆
議
案
第
５
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
介
護

保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業

勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

➡
地
方
自
治
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
67
号
）
第
２
３
３

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
今
別
町
介
護
保

険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘

定
）
歳
入
歳
出
決
算
を
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
の
で
、

議
会
の
認
定
に
付
す
る
。

◆
議
案
第
６
号

　

令
和
２
年
度
今
別
町
介
護

保
険
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

➡
地
方
自
治
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
67
号
）
第
２
３
３

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
今
別
町
介
護
保

険
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決

算
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付

し
た
の
で
、
議
会
の
認
定
に

付
す
る
。

◆
議
案
第
７
号

　

令
和
２
年
度
今
別
地
区
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

➡
地
方
自
治
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
67
号
）
第
２
３
３

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
今
別
地
区
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
た
の
で
、
議
会
の
認

定
に
付
す
る
。

策
　
　
　
定

◆
議
案
第
８
号

　

今
別
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

➡
提
案
理
由

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
制
定
に
伴
い
同
法
に
定

め
る
市
町
村
計
画
を
策
定
す

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ

る
。
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条
　
　
　
例

◆
議
案
第
９
号

　

今
別
町
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

➡
提
案
理
由

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
が
令
和
３
年
３
月
31

日
に
失
効
し
た
こ
と
に
伴
い
、

今
別
町
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
た
め
提
案
す
る

も
の
で
あ
る
。

◆
議
案
第
10
号

　

今
別
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て➡
提
案
理
由

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

今
別
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

専
　
　
　
決

◆
議
案
第
11
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
一
般

会
計
補
正
予
算

➡
（
歳
入
歳
出
の
補
正
）

第
１
条

　
　

�　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
７
０
，
２
０
１
戦

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

３
４
１
，
３
２
６
千
円

と
す
る
。

　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
の
款
項
の
区
分
及
び

当
該
区
分
ご
と
の
金
額

並
び
に
補
正
後
の
歳

入
歳
出
の
予
算
の
金

額
は
、
歳
入
補
正
前

の
額
が
２
，
８
７
１
，

１
２
５
千
円
。
歳
出

合
計
補
正
前
の
額
２
，

８
７
１
，
１
２
５
千
円
、

補
正
後
の
額
４
７
０
，

２
０
１
千
円
、
計
３
，

３
４
１
，
３
２
６
千
円

と
す
る
。

➡�

（
地
方
債
の
補
正
）

第
２
条

　
　

�　

地
方
債
の
変
更
は
、

補
正
前
限
度
額
３
０
０
，

２
０
０
千
円
を
補
正

後
限
度
額
３
１
４
，

９
０
７
円
と
す
る
。

◆
議
案
第
12
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
補
正
予
算

➡�

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
１
条

　
　

�　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
，
４
６
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
４
３
，

５
２
０
千
円
と
す
る
。

　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
の
款
項
の
区
分
及
び

当
該
区
分
ご
と
の
金
額

並
び
に
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
金
額

は
、
歳
入
補
正
前
の
額

４
３
４
，
０
５
８
千

円
で
歳
入
後
の
補
正

額
９
，
４
６
２
千

円
。
歳
出
補
正
前
の
額

４
３
４
，
０
５
８
千
円
、

歳
出
後
の
補
正
後
額
９
，

４
２
６
千
円
と
す
る
。

◆
議
案
第
13
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
診
療

施
設
勘
定
）
補
正
予
算

➡�

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
１
条

　
　

�　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
３
，
８
４
７
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
，

７
０
５
千
円
と
す
る
。

　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
の
款
項
の
区
分
及
び

当
該
区
分
ご
と
の
金
額

並
び
に
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
金
額

は
、
歳
入
補
正
前
の
額

１
１
６
，
８
５
８
千

円
、
歳
入
補
正
後
額

２
３
，
８
４
７
千

円
。
歳
出
前
の
補
正
額

１
１
６
，
８
５
８
千
円
、

歳
出
後
の
補
正
額
２
３
，

８
４
７
千
円
と
す
る
。

◆
議
案
第
14
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算

➡�

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
１
条

　
　

�　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
４
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
３
，
１
５
８
千

円
と
す
る
。

　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
の
款
項
の
区
分
及
び

当
該
区
分
ご
と
の
金
額

並
び
に
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
金
額
は
、

歳
入
補
正
前
の
額
５
２
，

２
１
７
千
円
、
歳
入
補

正
後
の
額
を
９
４
１
千

円
。
歳
出
補
正
前
の

額
５
２
，
２
１
７
千

円
、
歳
出
補
正
後
の
額

９
４
１
千
円
と
す
る
。
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◆
議
案
第
15
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
介
護

保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業

勘
定
）
補
正
予
算

➡�

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
１
条

　
　

�　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
９
，
５
９
７
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
９
，

１
７
２
千
円
と
す
る
。

　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
の
款
項
の
区
分
及
び

当
該
区
分
ご
と
の
金
額

並
び
に
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
金
額

は
、
歳
入
補
正
前
の
額

５
３
９
，
５
７
５
千

円
、
歳
入
補
正
後
の

額
１
９
，
５
９
７
千

円
。
歳
出
補
正
前
の
額

５
３
９
，
５
７
５
千
円
、

歳
出
補
正
後
の
額
１
９
，

５
９
７
千
円
と
す
る
。

◆
議
案
第
16
号

　

令
和
３
年
度
今
別
町
介
護

保
険
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

第
１
条�　

歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
，

８
５
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，

８
５
１
千
円
と
す
る
。

　
　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
の
款
項
の
区
分

及
び
当
該
区
分
ご
と

の
金
額
並
び
に
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算

の
金
額
は
歳
入
補

正
前
の
額
１
千
円
、

歳
入
補
正
後
額
４
，

８
５
１
千
円
。
歳
出

補
正
前
の
額
１
千
円
、

歳
出
補
正
後
の
額
４
，

８
５
１
千
円
と
す
る
。

◆
議
案
第
17
号

　

令
和
３
年
度
今
別
地
区
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

➡�

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
１
条�　

歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

２
５
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
４
２
，

０
４
６
千
円
と
す
る
。

　
　

２�　

歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
の
款
項
の
区
分

及
び
当
該
区
分
ご
と

の
金
額
並
び
に
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算

の
金
額
は
、
歳
入
補

正
前
の
額
１
３
８
，

７
９
１
千
円
、
歳

入
補
正
後
の
額
３
，

２
５
５
千
円
。
歳
出

補
正
前
の
額
１
３
８
，

７
９
１
千
円
、
歳

出
補
正
後
の
額
３
，

２
５
５
千
円
と
す
る
。

　

９
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
当

面
す
る
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
町
執
行
部

の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
質
問

町 政を
問
う

問
１�

．
鋳
釜
崎
ト
イ
レ
横
の

素
掘
り
に
つ
い
て

　

･
�

国
道
沿
い
の
側
溝
か
ら

の
雨
水
の
量
が
多
く
、

ト
イ
レ
横
の
素
掘
り
側

溝
が
崩
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
町
の
対
応

を
伺
う
。

問
２�

．
旧
い
わ
ゆ
り
保
育
園

前
の
水
の
吹
き
上
げ
に

つ
い
て

　

･
�

冬
期
間
、
氷
点
下
が
続

く
と
海
か
ら
の
吹
き
上

げ
で
道
路
が
凍
結
の
状

態
に
な
り
ま
す
。
町
の

小
倉　

潤
二�

議
員

※�

グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
溝
蓋

や
工
場
な
ど
の
操
作
歩
道
、

そ
の
他
床
材
や
フ
ェ
ン
ス
材

な
ど
広
範
囲
に
使
用
さ
れ
る

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
１�

．
鋳
釜
崎
ト
イ
レ
横
の

素
掘
り
に
つ
い
て

○�

道
路
雨
水
な
ど
を
流
す
水

路
で
あ
り
、
流
水
等
が
一

箇
所
に
集
水
す
る
可
能
性

が
低
い
た
め
、
整
備
及
び

補
修
の
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。 対

応
を
伺
う
。

問
３�

．
高
野
崎
、
し
お
さ
い

橋
・
な
ぎ
さ
橋
に
つ
い

て

　

･
�

橋
の
架
台
（
骨
組
み
）・

※
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
腐

食
が
進
ん
で
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
町
の
対
応

を
伺
い
た
い
。　
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問
１�

．
今
後
の
町
内
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
見
通
し
に
つ

い
て

　

･
�

児
童
生
徒
の
対
外
交
流

機
会
が
激
減
し
て
い
る

中
で
、
心
身
の
成
長
に

多
少
な
り
と
も
影
響
が

在
る
と
感
じ
ま
す
が
、

対
策
と
か
在
り
ま
し
た

ら
お
伺
い
し
た
い
。

　

･
�

今
後
の
町
内
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
の
見
通
し
を
伺

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い

る
現
状
で
感
染
対
策
を

進
め
今
後
町
内
の
各
種

行
事
等
の
計
画
等
を
確

認
し
ま
す
。

問
２�

．
今
別
町
の
財
政
運
営

に
つ
い
て

　

･
�

今
別
町
の
状
況
を
簡
潔

に
お
答
え
頂
き
た
い
。

起
債
の
返
済
状
況
や
基

金
の
状
況
を
簡
潔
に
報

告
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
全
国
的
に
観
光

地
を
初
め
様
々
な
所
に

影
響
が
出
て
お
り
、
農

林
水
産
業
の
生
産
者
に

も
多
大
な
影
響
が
出
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

移
住
定
住
事
業
に
も
影

響
が
在
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
町
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

問
３�

．
コ
ロ
ナ
禍
で
の
交
流

人
口
に
つ
い
て

　

･
�

全
国
的
に
交
流
人
口
が

減
少
し
、
観
光
地
、
農

林
水
産
業
の
生
産
者
に

多
大
な
影
響
が
出
て
、

各
方
面
で
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
交
流
人

口
確
保
に
対
策
は
在
る

の
か
。

　
　

�

移
住
定
住
事
業
に
も
影

響
が
在
る
と
も
思
わ
れ

ま
す
。
今
別
町
の
取
り

組
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

太
田　

英
一�

議
員

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
１�

．
今
後
の
町
内
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
見
通
し
に
つ

い
て

○��

現
段
階
で
は
感
染
リ
ス
ク

を
伴
う
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
計
画
は
で
き
な

い
状
況
で
す
が
、
8
月
に

は
町
特
産
物
の
消
費
喚
起

再
質
問
【
小
倉
議
員
】

　

側
溝
近
く
の
木
が
崩
れ
そ

う
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
確

認
済
み
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

　

確
認
し
て
お
り
ま
す
。
現

段
階
で
は
整
備
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
全
体
的
な
と
こ

ろ
で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。答

弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
2�

．
旧
い
わ
ゆ
り
保
育
園

前
の
水
の
吹
き
上
げ
に

つ
い
て

○��

旧
い
わ
ゆ
り
保
育
園
前
の

国
道
２
８
０
号
に
つ
い
て

は
、
冬
期
間
の
通
行
は
大

変
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
防
雪
柵
設
置
も
踏

ま
え
て
、
県
へ
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

再
質
問
【
小
倉
議
員
】

　

旧
い
わ
ゆ
り
保
育
園
の
水

は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、

確
認
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

　

こ
こ
数
年
私
も
現
場
を
確

認
し
て
い
ま
せ
ん
。
下
か
ら

泡
状
の
液
体
を
確
認
し
、
そ

の
都
度
、
県
に
も
一
応
お
願

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

再
質
問
【
小
倉
議
員
】

　

現
場
に
た
め
舛
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
舛
を
利
用
し

て
下
の
方
に
流
し
、
冬
期
間

だ
け
で
も
袰
月
地
区
の
墓
地

の
階
段
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、

水
を
流
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
か
。

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

　

現
地
を
再
度
確
認
し
て
検

討
い
た
し
ま
す
。

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
３�

．
高
野
崎
、
し
お
さ
い

橋
・
な
ぎ
さ
橋
に
つ
い

て

○��

橋
を
設
置
後
約
20
年
程
度

経
過
し
て
お
り
ま
し
て
修

繕
等
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
公
園
施
設
全
体
的
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
補
助
事
業
を
活

用
し
た
改
修
事
業
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

再
質
問
【
小
倉
議
員
】

　

早
い
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。
最
後
に
町
長
に
お
聞
き

し
ま
す
。
し
お
さ
い
橋
、
な

ぎ
さ
橋
の
工
事
に
関
わ
ら
ず

観
光
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

施
策
を
お
考
え
か
お
聞
き
し

ま
す
。

答
弁
【
町
長
】

　

こ
れ
か
ら
の
予
定
と
い
た

し
ま
し
て
今
後
は
、
な
ぎ
さ

橋
・
し
お
さ
い
橋
を
含
め
て
、

展
望
い
さ
り
び
そ
し
て
駐
車

場
横
の
売
店
等
、
圓
地
の
整

備
に
来
年
度
の
新
予
算
の
方

に
新
し
く
計
上
し
て
い
き
鋳

釜
崎
、
魚
ら
ん
観
音
、
い
さ

り
び
展
望
台
な
ど
観
光
対
策

に
は
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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を
図
る
た
め
の
特
別
企
画

と
し
て
、
津
軽
半
島
今
別

サ
ー
モ
ン
や
い
ま
べ
つ
牛

の
町
内
限
定
販
売
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
も
町

民
の
安
全
を
第
1
に
、
県

内
外
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
関
係
機
関
と
協
議
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答
弁
【
教
育
課
長
】

○��

修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
は
延
期
し
、
感
染

状
況
が
落
ち
着
く
の
を

待
っ
て
実
施
す
る
予
定
で

す
。
中
学
校
は
中
止
と
し
、

状
況
を
見
て
近
場
で
思
い

出
作
り
の
宿
泊
体
験
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
学
校
並

び
に
教
育
委
員
会
と
し
て
、

今
の
と
こ
ろ
児
童
生
徒
心

身
の
成
長
に
は
大
き
な
影

響
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
児
童
生
徒
の
言
動

や
行
動
な
ど
に
注
意
し
て

ま
い
り
ま
す
。

再
質
問
【
太
田
議
員
】

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
を
見
据
え

て
県
と
か
関
係
機
関
と
連
携

を
し
な
が
ら
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
望
で

す
。
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
こ
と
を
工
夫
さ
れ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
同
じ
年
齢
の
子
と
遊
ん
で

い
る
時
は
、
そ
の
状
態
を
出

せ
ま
す
。
学
校
内
と
か
地
域

の
中
で
と
か
、
子
供
た
ち
と

の
交
流
を
や
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
感
染
症
の
心
配
も
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
そ
の

辺
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
【
教
育
課
長
】

　

学
校
内
で
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

問
２�

．
今
別
町
の
財
政
運
営

に
つ
い
て

○��

当
町
に
お
い
て
は
、
早
期

健
全
化
や
財
政
再
生
基
準
、

経
営
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
と
言
え
ま
す
。

　

�

当
町
は
比
率
上
で
は
財
政

は
健
全
で
す
が
、
基
金
残

高
が
非
常
に
少
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
財
政
規
模

の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
ま
す

地
方
交
付
税
が
減
額
に
転

ず
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間

に
基
金
が
な
く
な
り
、
赤

字
決
算
に
な
り
か
ね
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
、
今
後

と
も
持
続
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

問
３�

．
コ
ロ
ナ
禍
で
の
交
流

人
口
に
つ
い
て

　

当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
機
会
に
交
流
促
進
の
強
化

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
の
強
化
と
、
さ

ら
に
は
関
係
人
口
の
深
化
・

創
出
を
図
り
、
地
域
と
人
材

を
つ
な
ぐ
環
境
整
備
な
ど
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　

　

当
町
の
各
計
画
の
施
策
で
、

移
住
支
援
事
業
や
定
住
促
進

住
宅
取
得
等
支
援
事
業
、
定

住
促
進
家
賃
支
援
事
業
、
新

幹
線
等
通
勤
・
通
学
支
援
事

業
に
取
り
組
み
、
受
入
の
整

備
事
業
で
は
、
お
試
し
暮
ら

し
住
宅
整
備
事
業
や
中
央
団

地
建
て
替
え
新
築
事
業
、
空

き
家
利
活
用
促
進
事
業
に
取

り
組
み
、
受
入
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
質
問
【
太
田
議
員
】

　

当
町
だ
け
で
な
く
小
規
模

な
市
町
村
は
特
に
厳
し
い
の

が
通
常
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
感
じ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

暮
ら
し
を
し
て
い
る
町
民
の

心
が
疲
弊
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
疲
弊
し

て
い
る
心
に
少
し
で
も
潤
い

の
あ
る
政
策
を
考
え
て
い
れ

ば
こ
の
場
で
お
伺
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

　

町
民
に
対
す
る
支
援
と
い

う
こ
と
で
、
本
定
例
会
で
も

補
正
予
算
の
方
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け

ど
も
、
水
道
料
の
減
免
と
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
い
つ
も

の
倍
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
１�

．
今
別
町
荒
馬
ま
つ
り

継
承
に
つ
い
て

　

･
�

今
別
町
荒
馬
ま
つ
り
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

2
年
連
続
中
止
と
な
り
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
大

川
平
荒
馬
保
存
会
は
オ

ン
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
荒

馬
踊
り
の
体
験
会
と
、

保
存
会
な
ど
複
数
の
団

体
に
よ
る
踊
り
を
発
信

す
る
こ
と
を
決
め
、
学

生
た
ち
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
収
束
後
の
荒
馬
ま

つ
り
に
参
加
す
る
動
機

付
け
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
す
が
、
今
別
町
各

団
体
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
く
か
伺
い
た
い
。

問
２�

．
町
民
に
被
害
を
及
ぼ

す
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ス
ズ

メ
バ
チ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
つ
い
て

　

・�

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
長
年
に

渡
る
袰
月
方
面
の
畑
に

成
田　

精
市�

議
員
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答
弁
【
町
民
福
祉
課
長
】

問
１�

．
認
知
症
高
齢
者
の
見

守
り
に
つ
い
て

○��

見
守
り
に
つ
き
ま
し
て
は

６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
答
弁
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
町
内
会
の
皆
さ
ん
、

民
生
委
員
、
各
機
関
と
の

問
１�

．
認
知
症
高
齢
者
の
見

守
り
に
つ
い
て

　

･�

見
守
り
電
球
に
つ
い
て
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
例

と
し
て
当
町
で
取
り
入

れ
て
み
て
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
前
回
提
案

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
当
町
と
し
て
検

討
し
て
頂
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

･
�「

Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
を
使
っ
た

認
知
症
高
齢
者
の
見
守

り
に
つ
い
て
、
昨
年
当

町
で
も
認
知
症
で
あ
る

高
齢
者
が
行
方
不
明
と

な
り
消
防
団
員
ら
が
捜

索
し
ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
見
つ
か
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の

方
は
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
性
も
高
く
な

る
デ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま

す
。
今
後
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
Ｇ

本
間　

闘
士�

議
員

と
こ
ろ
で
す
。

　

�

町
で
は
新
幹
線
開
業
時
に

復
活
し
た
二
股
荒
馬
保
存

会
の
復
活
準
備
に
も
携
わ

り
ま
し
た
。
町
と
い
た
し

ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
荒
馬
の
全
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
努
め
、
荒
馬
を
継
承
の

た
め
の
各
保
存
会
へ
の
補

助
金
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
２�

．
町
民
に
被
害
を
及
ぼ

す
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ス
ズ

メ
バ
チ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
つ
い
て

○��

サ
ル
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
今
別
町
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
及
び
今

別
地
区
猟
友
会
と
連
携
し
、

町
内
18
箇
所
へ
箱
ワ
ナ
を

設
置
・
巡
回
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
皆
様
を
対
象
に
、
動
物

駆
逐
用
煙
火
消
費
保
安
講

習
会
を
開
催
し
、
講
習
会

後
に
は
花
火
を
配
布
す
る

な
ど
、
受
講
者
自
ら
被
害

対
策
へ
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
ス
ズ

メ
バ
チ
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
被
害
が
少
な
い
状
況
で

す
が
、
防
護
服
の
貸
し
出

し
や
、
高
齢
者
世
帯
に
つ

い
て
は
職
員
が
駆
除
す
る

な
ど
の
対
策
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
目
撃
情

報
の
多
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

に
つ
い
て
は
、
捕
獲
す
る

た
め
の
箱
ワ
ナ
等
の
取
り

付
け
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
目
撃
情
報
が
あ
っ

た
際
に
は
、
猟
友
会
及
び

警
察
な
ど
と
連
携
を
し
て
、

駆
除
を
含
め
周
辺
の
見
回

り
な
ど
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

問
１�

．
今
別
町
荒
馬
ま
つ
り

継
承
に
つ
い
て

○��

ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
で
す

が
、
昨
年
度
は
今
別
荒
馬

保
存
会
、
大
川
平
荒
馬
保

存
会
が
参
加
し
、
今
年
度

は
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
事
業
の
一
環
と
し

て
、
隊
員
に
ゆ
か
り
の
あ

る
大
川
平
荒
馬
保
存
会
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
町
と
し
て
荒
馬

の
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
る
な
荒
馬
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
」
を

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
の
荒
馬
ま
つ
り

へ
の
機
運
醸
成
に
努
め
た

出
没
し
野
菜
な
ど
を
食

い
荒
ら
し
、
ス
ズ
メ
バ

チ
は
昨
年
人
命
を
奪
っ

て
い
ま
す
。
最
近
、
出

没
し
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
は
人
間
に
危
害
を

加
え
る
ま
で
に
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
捕
獲

な
ど
の
方
法
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
見
守

り
は
非
常
に
効
果
的
で

あ
る
と
私
は
考
え
ま
す

が
当
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問
２�

．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

支
援
策
に
つ
い
て

　

･�

業
種
に
よ
っ
て
は
商
業

活
動
を
行
う
こ
と
は
非

常
に
難
し
く
ま
た
、
経

済
の
悪
化
に
伴
う
野
菜

な
ど
の
高
騰
が
家
庭
に

与
え
る
影
響
も
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
る

と
昨
年
同
様
に
行
政
が

支
援
策
と
し
て
経
済
支

援
を
行
う
必
要
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
町
内

各
事
業
者
に
対
す
る
支

援
策
は
あ
る
の
か
ま
た
、

町
民
に
対
す
る
支
援
策

は
あ
る
の
か
、
こ
の
2

点
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

第 209 号� 2021（令和３）年11月　（8）い ま べ つ 議 会 だ よ り



協
定
に
よ
る
見
守
り
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
時
で
の
見
守

り
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

配
食
事
の
見
守
り
は
週
３

回
で
安
否
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
見
守
り
に
関
し
て

も
有
効
な
事
業
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
見
守
り
電
球

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

４
月
か
ら
開
始
し
た
配
食

時
の
見
守
り
等
の
事
業
を

検
証
し
た
う
え
で
、
実
施

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に

対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た

見
守
り
に
つ
い
て
で
す
が

昨
年
度
よ
り
新
規
事
業
と

し
て
、
高
齢
者
等
見
守
り

体
制
確
保
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
見
守
り
電

球
同
様
ま
ず
は
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
の
成
果

等
を
検
証
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

問
２�

．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

支
援
策
に
つ
い
て

　

町
民
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
は
地
域
振
興
券
等
や

公
共
料
金
の
減
免
は
対
象
と

な
る
こ
と
か
ら
本
定
例
会
で

補
正
予
算
計
上
し
て
お
り
ま

す
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

い
つ
も
の
倍
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
と
水
道
料
減
免

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　

事
業
者
等
へ
の
支
援
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
コ
ロ
ナ

の
影
響
と
財
政
状
況
を
鑑
み
、

必
要
な
状
況
と
な
っ
た
場
合
、

一
般
財
源
を
投
入
し
て
で
も

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

再
質
問
【
本
間
議
員
】

　

支
援
と
言
っ
て
も
お
金
を

配
る
こ
と
だ
け
が
支
援
で
は

な
く
て
生
活
が
苦
し
い
中
で

か
か
る
経
費
を
軽
減
し
て
あ

げ
る
の
も
立
派
な
支
援
策
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
経
済
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
今
別
町
で
は
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た

場
合
資
金
も
限
ら
れ
て
き
ま

す
し
、
一
般
財
源
も
投
入
す

る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
話
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
な
っ
た
時
に
具
体
的
な
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
【
総
務
企
画
課
長
】

　

町
の
対
処
方
針
と
し
て
現

在
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま

し
て
は
感
染
拡
大
注
意
の
レ

ベ
ル
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
東
地
方
保
健
所
管

内
に
感
染
患
者
が
発
生
ま
た

は
ま
ん
延
し
て
い
る
状
態
の

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
が
、

当
町
の
基
本
的
対
処
方
針
の

取
り
組
み
に
レ
ベ
ル
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
２

に
あ
た
り
ま
す
。
今
後
、
レ

ベ
ル
３
特
定
警
戒
、
町
内
に

感
染
が
急
増
ま
た
、
今
別
町

が
感
染
拡
大
地
域
等
に
例
え

ば
指
定
さ
れ
た
場
合
に
な
る

と
経
済
が
か
な
り
悪
化
し
て

き
ま
す
。
不
要
不
急
の
外
出

の
自
粛
を
町
民
に
要
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
も
完
全
に
中

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

う
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
当
然

町
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
た
だ
し
、
国
の
お

金
は
使
え
な
い
状
況
な
の
で
、

そ
こ
で
は
町
の
基
金
等
を
取

り
崩
し
て
、
一
般
財
源
を
投

入
し
、
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
１�

．
今
別
川
の
雑
木
に
つ

い
て

　

・�

今
別
川
雑
木
伐
採
及
び

護
岸
・
整
備
に
つ
い
て
、

下
北
半
島
ま
た
南
部
町

で
は
川
の
増
水
が
あ
っ

た
り
土
砂
災
害
が
あ
り

ま
し
た
。
当
町
で
も
昭

和
40
年
代
に
は
今
別
川

の
氾
ら
ん
が
あ
っ
た
り

水
災
害
・
土
砂
災
害
が

あ
り
ま
し
た
記
憶
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
質
問

で
す
。
今
別
川
の
雑

木
・
護
岸
の
整
備
を
県

に
要
望
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

問
２�

．
津
軽
半
島
今
別
サ
ー

モ
ン
に
つ
い
て

　

・�

昨
年
度
と
今
年
度
の
水

揚
げ
量
を
伺
い
た
い
。

　

・�

現
在
、
貸
与
し
て
い
る

土
地
の
契
約
状
況
と
今

後
の
契
約
予
定
を
伺
い

た
い
。　

田
中　

哲
也�

議
員

答
弁
【
産
業
建
設
課
長
】

問
１�

．
今
別
川
の
雑
木
等
に

つ
い
て

○��

今
別
川
は
県
管
理
２
級
河

川
の
た
め
、
計
画
的
整
備

及
び
維
持
管
理
等
に
つ
い

て
派
遣
が
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
町
で
も
要
望
な
ど

を
と
り
ま
と
め
、
護
岸
整

備
及
び
雑
木
伐
採
な
ど
、

毎
年
県
へ
要
望
し
て
お
り

ま
す
。

再
質
問
【
田
中
議
員
】

　

今
別
川
の
雑
木
を
見
て
い

ま
す
と
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な

雑
木
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

樹
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
見
た
の
で
す

が
、
八
幡
町
地
区
・
村
元
地

区
が
※
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
考
え
る
と

強
く
要
望
を
お
願
い
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す

が
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

※�

今
別
町
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域

答
弁
【
町
長
】

　

今
別
川
に
つ
い
て
は
当
時
、

内
水
面
で
し
た
か
十
五
日
会
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で
し
た
か
、
そ
の
刈
り
払
い

の
際
に
い
ら
な
い
と
言
う
ご

意
見
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
中

止
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
場
所
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
点
を
ま
ず
ご

理
解
頂
き
た
い
。
災
害
が
起

き
る
前
に
と
言
う
こ
と
で
す

の
で
そ
の
点
は
、
十
分
に
県

に
強
く
も
う
一
度
要
望
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。答

弁
【
総
務
企
画
課
長
】

問
２�

．
津
軽
半
島
今
別
サ
ー

モ
ン
に
つ
い
て

　

サ
ー
モ
ン
の
水
揚
げ
量
で

す
が
、
昨
年
度
は
４
３
３
ｔ

で
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
５

２
５
ｔ
で
す
。
次
に
貸
与
し

て
い
る
土
地
の
契
約
状
況
に

つ
い
て
で
す
が
、
契
約
で
は

な
く
行
政
財
産
使
用
の
申

請
・
許
可
に
よ
る
も
の
で
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
場
所
は

旧
町
立
体
育
館
の
跡
地
で
平

成
30
年
１
月
よ
り
許
可
し
て

い
ま
す
。
使
用
目
的
は
孵
化

場
及
び
中
間
養
殖
場
建
設
の

た
め
で
、
先
日
、
更
新
の
申

請
が
あ
り
使
用
期
間
を
令
和

３
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
８
月
31
日
で
許
可
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

補 正 予 算

◆議案第11号　令和３年度今別町一般会計補正予算（第１号）
　第1条　�歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ470,201千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ3,341,326千円とする。
１歳入� （単位：千円）

款 項 補正前の額 補正額 計
町 税 町 民 税 62,384 2,203 64,587
地 方 交 付 税 地 方 交 付 税 1,244,214 297,942 1,542,156
国 庫 支 出 金 国 庫 補 助 金 264,580 16,408 280,988
繰 入 金 繰 入 金 249,060 24,736 273,796
繰 越 金 繰 越 金 1 79,430 79,431
町 債 町 債 300,200 14,707 314,907

歳入合計 2,871,125 470,201 3,341,326

　　　２�　�歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分のごとの金額並びに補正後の歳入歳出
予算の金額は、「歳入歳出予算補正」による。

２歳出� （単位：千円）
款 項 補正前の額 補正額 計

議 会 費 議 会 費 41,513 17 41,530
総 務 費 総 務 管 理 費 403,307 24,800 428,107
民 生 費 社 会 福 祉 費 534,243 10,370 544,613
衛 生 費 保 健 衛 生 費 139,988 8,838 148,826
農 林 水 産 業 費 農 業 費 111,852 2,024 113,876
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８
月
19
日
産
業
建
設
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
担
当
課

よ
り
令
和
３
年
度
の
産
業
・

建
設
事
業
の
説
明
を
受
け
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

産
業
関
係
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
、
竜
飛
今
別
西
部
漁
協
の

真
ナ
マ
コ
人
工
種
苗
生
産
事

業
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
公
的
機
関
等
で
の

種
苗
生
産
と
は
別
に
、
漁
協

荷
捌
き
所
に
お
い
て
漁
業
者

自
身
が
、
そ
の
地
先
か
ら
親

個
体
を
採
取
す
る
こ
と
に
よ

り
、
種
苗
生
産
量
の
増
加
と

地
域
的
な
問
題
の
解
決
を
目

指
し
て
、
真
ナ
マ
コ
の
人
工

種
苗
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

真
ナ
マ
コ
が
漁
獲
さ
れ
る
の

は
主
に
数
年
後
で
あ
り
、
実

際
に
放
流
効
果
が
現
れ
る
の

も
４
～
５
年
後
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
間
、
真
ナ
マ
コ
は
大
き

な
移
動
を
行
っ
て
お
り
、
放

流
効
果
を
正
確
に
出
す
こ
と

は
難
し
い
も
の
の
、
放
流
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
竜

飛
今
別
西
部
漁
協
と
意
見
交

換
等
を
し
な
が
ら
推
進
し
、

安
定
し
た
漁
獲
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

建
設
関
係
で
は
、
大
川
平

ほ
場
整
備
計
画
事
業
の
視
察

を
行
い
順
調
に
事
業
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
漁
業
も
農
業
も
集
約
化

を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
力

と
魅
力
あ
る
産
業
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

令
和
３
年　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　
田
中
　
哲
也

　

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監

査
並
び
に
基
金
運
用
状
況
調

査
が
、
７
月
26
日
か
ら
７
月

30
日
ま
で
の
５
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
財
政
担
当

課
長
よ
り
、
各
会
計
の
収
支

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
決
算
資
料
に
つ
い
て
見

聞
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
財

政
担
当
課
長
と
の

打
ち
合
わ
せ
・
一

般
会
計
決
算
審
査

を
監
査
し
、
二
日

目
は
、
各
課
よ
り

一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
審
査

を
監
査
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
今
別

町
補
助
金
公
布
審

査
及
び
備
品
台
帳

審
査
を
行
い
ま

し
た
。
四
日
目
は
、

今
別
町
補
助
金
交

付
審
査
及
び
随
意

款 項 補正前の額 補正額 計
商 工 費 商 工 費 73,546 9,132 82,678
土 木 費 土 木 費 464,516 2,195 466,711
教 育 費 教 育 費 194,121 2,840 196,961
予 備 費 予 備 費 7,090 17,459 24,549

歳出合計 2,871,125 470,201 3,341,326

契
約
審
査
及
び
備
品
台
帳
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日

に
お
い
て
は
、
今
別
町
補
助

金
交
付
審
査
及
び
随
意
契
約

審
査
に
つ
い
て
財
政
担
当
者

か
ら
内
容
を
聴
取
し
、
町
長

へ
田
中
代
表
監
査
委
員
よ
り

審
査
結
果
の
講
評
を
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

今
別
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算

�

監
査
並
び
に
基
金
運
用
状
況
調
査

真ナマコ養殖施設

令和３年度　決算監査
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議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
：
本
間　

闘
士

副
委
員
長
：
太
田　

英
一

委　
　

員
：
小
倉　

潤
二

編

集

後

記

　

肌
寒
さ
が
身
に
し
み
る
冬
隣
。
公

私
と
も
に
年
末
に
向
け
て
慌
た
だ
し

い
時
期
に
入
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

振
り
回
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
新
た
な
生
活
様
式
に
も
「
慣

れ
」、
以
前
は
違
和
感
が
あ
っ
た
マ

ス
ク
や
消
毒
も
、
今
は
当
た
り
前
と

い
う
認
識
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
「
慣
れ
」
と
い
う
の
は
、

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、
私

た
ち
が
本
来
感
じ
取
る
違
和
感
な
ど

に
気
付
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
当
町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や

問
題
に
対
し
、
我
々
議
員
一
同
は
決

し
て
「
慣
れ
」
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気

を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
当
議
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

　

議
会
広
報
委
員
長　
　
　
　

�

　

本
間　

闘
士　

７
月

　

７
月
21
日　

第
４
６
８
回
臨
時
会

�

８
月

　

８
月
４
日　

�

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議

　

８
月
５
日　

監
査
会
審
査
講
評

　

８
月
19
日　

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
真
ナ
マ
コ
粗

放
的
人
工
種
苗
の
現
状
視
察
）

　

８
月
20
日　

�

例
月
出
納
検
査
・
財
政
経
営
健
全
化
審
査

　

８
月
23
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
（
決
算
特
別
委
員
会

の
有
無
に
つ
い
て
）

　

８
月
27
日　

郡
議
長
会
役
員
・
事
務
局
長
会
議

　

８
月
30
日　

�

議
案
実
態
調
査

　

８
月
31
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
（
第
４
６
９
回
日
程

に
つ
い
て
）

�

９
月

　

９
月
３
日
～
７
日　

第
４
６
９
回
９
月
定
例
会

　

９
月
21
日　

例
月
出
納
検
査

　

９
月
28
日　

青
森
広
域
事
務
組
合
定
例
会
議

議　

会　

の　

動　

き　
３
年
７
月
１
日
～
３
年
９
月
30
日

議会を傍聴しませんか
　町の動きを知るよい機会です。多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴することが議会活性
化の一つです。みなさんの傍聴をお待ちしております。
　※傍聴される方へお願い
　　�本会議中の録音、写真撮影は今別町議会傍聴人規則第９条により禁止されています。
　　ご協力のほどよろしくお願いします。
　※傍聴席は、コロナ対策で人数制限が設けられました。
� （詳しくは　議会事務局まで）
� TEL　0174－35－2001

財政・経営健全化審査産業建設常任委員視察
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